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§１　一階テンソルのポテンシャルの線型電磁場　　　　‘し．
　ある量Ｑのｘ入に依る微係数をＱ/λと略記する．特’に電磁場を記述すろ’四元ポテ;／シャルＡ肩こ対し
てはμ/λと，物質場を表す二階対称テンソルポテンシャノｔＪｇ９に対してはμり/λと記す．叉ｇ９を（μり）
と略記する．肯同一項中に同じ指標炉あるのは縮約を意味する．　　　　　　　　　　　　・
　電磁場のMaxwell体系は次の如く形式的に形成可能であご）　　　　　　　　，
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§２　二階対称テンソルのポテンでシヤルの線型物質場
　§1｀の形式的取扱いと類推によって，線型物質場の体系を次の如=く形成できる．
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なる保存則を満す対称物質テンソルＴ。とｇ。とを結ぶべき線型物質場の微分方程式を
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と仮定する.（10）が（9）を満す篤には，（10）は
(11)‾(1)十念)十廿十Ｂ･昔十∂ｓβ(ltﾐｰＢ昔)＝Ｔ祁
となればよいにこにＢは未定常数である．ここiこ於いて，改めて
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　（4）及ぴ（5）に於けるが如く．この物質場の中に入るべ’き場の彊さを三佃の添字を持つ7こ可能
な形に未定係数を含んだ形ヤ書き下し，物質場に於げる対称な場のエネルギーテンソルを三個の添
を新しく（α ）に置き換えろと未定性は消去されて，次の場の方程式を得る．
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字を持つむ量の相乗積形の可能な形で書き下し，前者を(f).後者をｓ４とする.併る時(6)ぶ同じく
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を満さねばならぬ．これより上述で導入される所の場の強lｙで６佃，場のエネルギーテンソルで16
箇の，未定係数が一意的に決まり，次の如く表される．
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§３　附加項の導入並びにＴ。,の形式
　更に（13）に
(15)
(17)
を附ｶllし.(16)に
　(18)－2(λα):(μ皿)－2K(λμ)･(αα)十手∂Ａべ(αβ)(βα)Ｔ(Ｋ十手)(αα)(ββヰ
を附加しても，肯(14)の回係は保持される．但し(9)より次の拡張され7こLorentz条件が旅立つ
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Lしを四元速度，ρ。を固有密度とすれば．Ｔ。の形はEinsteinの一般相対論に倣う｡
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